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■ 「⼣暮れや 秋の川越を ⾊付かす」 by ChatGPT 
 

最近ニュースに上らない⽇はない ChatGPT（チャットジーピーティー）。会社はおろか、学校、⾏
政、政治の世界でも活⽤やその脅威（リスク？）について議論されているようです。 
タイトルの俳句は、ChatGPT に 

川越について俳句を５つ作成してください 
と聞き、回答としてでてきたうちの⼀句です。他の顔ぶれは以下。 

⾏き交う⼈ 五重の塔の 影に消える 
⼩江⼾の 並⽊に響く 笛の⾳ 
藩政の ⾯影残す 古い町並み 
寒椿や 川越の古い 寺に咲く 

「五重塔ってどこだ？」というのはありますが、それっぽい。字余りの句なんかもあります。 
俳句の会に⼊っている⼈なら、このまま「締切近いから出しちゃおう！」というのもありえます。 
教育の場では、同じことを⼦供が（課題に対して）やっちゃうよね、ということが問題のようで
す。 
新し物好きの私としては、「ChatGPT のアプリへの組み込みが安くなった（API といいます）」と
聞き、さっそくチャットアプリに組み込んでみました。（下図）。 
 

 
図：ChatGPT を Chat アプリに組み込んだところ 

 
他にも「埼⽟県川越市を⼀⾔でいうと。」と問えば「歴史ある町並みとグルメが楽しめる観光スポ
ット。」と返ってきます。キャッチコピーの作成に使えそうです。 
 
「親友の結婚式の祝辞を 200 ⽂字以内でお願いします。」とお願いすると、 
ChatGPT 「愛する親友へ、本⽇は素晴らしい⽇を迎えられましたこと⼼よりお祝い申し上げま
す。この特別な⽇、皆様⽅からの温かい祝福を胸に、新たな⼈⽣の⼀歩を踏み出してください。お
⼆⼈は、お互いを受け⼊れ、⽀え、愛し合うために出会い、そして結ばれました。これからも⼀緒
に笑い、涙し、困難に⽴ち向かい、幸せを掴み取ってください。そして、お互いにとって最⾼のパ
ートナーであり、素敵な夫婦であり続けてください。最⾼の結婚式で、本当におめでとうございま
す。」 ちょっとアメリカっぽいけど、これでもオッケーですよね。 
今後の世代は、「ChatGPT プラスアルファが求められてしまう」のが必然。それについてはかなり
気の毒な気がします。 


